
いじめっ子
マイカ・サンダースは、両親の喧嘩が大嫌いだった。しかも、特別な能力
を持つ二人の喧嘩はかなり派手になることもある。
怪力の母と、壁を通り抜けることができる父。
両親と同じように特別な力に恵まれたマイカだが、彼の力は機械と話す
ことができるというもの。両親の能力と比較すると派手さはない。とはい
え、能力があるのとないのとでは、人生がかなり変わることにマイカは気
付くのだ…



今日はファイルの
共有の仕方について
勉強します。

コンピュータの授業は
僕が一番楽しみに
している時間。

親近感を感じるから。
たぶん、機械と話すことが
できるからかな。

それじゃ、
デスクトップのフォルダの
アイコンをクリックして、

でも、このことは誰にも秘密だ。
どんな反応をされるかわからないから。

例えば、
"母親が殺人者"だとラスベガスの
ニュースが報道すると…

ネバダ州ネバダ州ネバダ州
ラスベガス



先生はやった奴を探してくれるって
言ったけど…

僕は信じない。

僕は直接、
その"発信元"に
聞くことにした。

フランク、
おまえがやったのは
分かってる。
あのファイルを入れたのは
おまえじゃないか！
やめろよ！
校長先生に証拠を送るぞ！



ここから
出てけよ。

殺人犯のママと
一緒に刑務所に
入ってな。

確かに、賢い方法
じゃなかったかも。

でも、スッキリした。

あそこなら、
絶対出てこれない。
行くぞ。

そうだな！
あのチビ、
ボコボコにしてやる。



痛っ！

気をつけろ！

あっ！

落ち着け。
ただの悪魔の看板さ。

&%@#!



言ったでしょ

秘密によっては、
どんな反応をするか
分からないんだ。

今日、
学校でケンカ
したのか？

勝ったかどうかを
聞いているんだ。

大したことないよ。
ムカつく奴らが
いただけ。

うん、
勝ったよ。

サンダース家サンダース家サンダース家


